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概要：我々はこの 13年間にわたり、階層性のある分子システムで人工細胞を構築するという研究を続け
てきた。昨年漸く、両親媒性分子が水中で自己集合化して形成するベシクルの内部で DNA の自己複製が
進行し、その後、膜分子の前駆体を外水相から添加すると、内部で DNA が増幅したベシクルのみが優先
的に前駆体を膜分子に変換して肥大し、新たに生成したベシクル内にも DNA が分配されるという人工細
胞モデルが出来上がった。すなわち、人工細胞として最低限の要素を備えた自己増殖する分子システムが

出来上がったことになる。講演ではそれらの成果を基に、最近の展開も含めて紹介する。 
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